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介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
一
年
と
I
ヵ
月
。
平
成

十
三
年
四
月
一
日
現
在
、
当
市
の
六
十
五
歳
以
上
の
人

は
約
九
千
五
百
人
で
そ
の
九
割
近
く
が
要
支
援
・
要
介

護
と
認
定
さ
れ
て
い
な
い
お
年
寄
り
で
す
。
今
回
は
、

そ
の
よ
う
な
お
年
寄
り
を
対
象
に
大
野
市
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
「
生
き
が
い
対
応
型
デ
ィ
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＆
暑
l
‐
ビ
ス
」
の
I
日
を
紹
介
し
ま
す
1
夢
沁
七
・
会

木
勢
時
子
さ
ん

　
　
　
　

（
元
町
…
八
十
六
歳
）

　

野
球
観
戦
が
趣
味
で
、
以
前
は
東

京
ド
ー
ム
ま
で
試
合
を
見
に
行
っ
て

い
た
と
い
う
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
フ
ァ
ン

の
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

AM9：50ヘルパーさんが玄関先まで

迎えに来ました。家族に見送られな

がらセンターヘ出発です。

AM9：51「よっこいしよ」と車に乗

り込みます。ヘルパーさんもちょつ

とお手伝い。

AM10：00センタ一に到着。ヘル八

一さんがおばあちゃんを気遣って、

そっと手を添えます。

AMIO：05「一週間お元気でしたか」

まずはおしやペリしながら健康チェ

ック。その日の体調を確認します。

AM10：15続いて血圧と体温を測り

ます。いつもどおりの値におばあち

ゃんもヘルパーさんもにっこり。



AMIO：20バスで迎えに行った皆さ

んもセンターに到着。部屋の中がー

気ににぎやかになります。

AMIO：40血圧・体温を測り終えお

ふろへ。おふろ場に続く段差のゆる

い階段をゆつ＜リと降りて行きます。

AM11：○○おふろへ入らないおばあ

ちゃんたちは指先を動かす手作業を、

会話しながらのんびり進めます。

AM11：30おふろからあがってきた

人たちも加わってみんなで手作業。

おしやペリにも一段と花が咲きます。

AM11：45昼食の用意に大忙し。ヘ

ルパーさんが一人ひとりの量などに

気を付けながら盛りつけます。

PMO：○○みんなで一緒に「いただき

ます」今日のメニューはエビチリソ

ースや煮物、マカロニサラダなど。

PMO：15みんなでいただく昼食に、

おばあちゃんたちのはしも進みます。

今日のメニューもとても満足。

PMI：○○昼食を終え横になる人も。

ホカホカ陽気にウトウトしながら、

のんびり食後を過ごします。

PMI：30昼休みの間もヘルパーさん

がその日の食事のメニューなどを家

庭との連絡帳に書き入れます。
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（
家
族
か
ら
●
木
勢
志
津
枝
さ
ん
）

　

う
ち
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
昨
年
の
九

月
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
参
加
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
先
に
サ
ー
ビ
ス
に

参
加
し
て
い
た
女
学
生
時
代
の
同
級
生

に
「
面
白
い
か
ら
」
と
誘
わ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
ね
。

　

普
段
は
お
店
番
を
し
た
り
、
ご
近
所

の
友
達
の
と
こ
ろ
へ
遊
び
に
行
っ
た
り

し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
同
じ
よ
う

な
行
動
で
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
と
、

ど
う
し
て
も
単
調
な
生
活
に
な
っ
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。

　

ま
た
、
家
族
や
友
達
な
ど
特
定
の
人

た
ち
と
会
話
し
て
い
る
だ
け
だ
と
、
話

の
内
容
も
偏
り
が
ち
で
、
な
か
な
か
話

題
が
続
か
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
い
始
め
て
か
ら

は
、
い
ろ
ん
な
人
と
話
し
た
り
、
み
ん

な
と
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
す
る
せ
い
か
、

話
題
が
豊
富
に
な
り
、
以
前
よ
り
表
情

も
明
る
く
な
し
ソ
ま
し
た
ね
。

　

本
人
も
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

て
、
次
に
行
く
日
が
待
ち
遠
し
い
と
い

つ
も
言
っ
て
い
ま
す
よ
。

　

家
ま
で
送
り
迎
え
が
あ
る
の
も
、
少

し
足
の
悪
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
と
て

も
安
心
。
週
一
回
と
い
わ
ず
に
二
回
ぐ

ら
い
あ
っ
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。



PM2：○○のんびりと昼休みを過ごし

た後は体操の時間。体操のビデオを

見ながら体を動かします。

PM2：15体を動かした後、今度は歌

の時間です。童謡などの歌詞を楽し

い替え歌にして歌います。

PM2：20曲数が進むにつれ、のって

きたおばあちゃんたち。声もだんだ

ん大きくなります。

PM2：35次は手を動かすゲーム。

「ももたろう」の歌に合わせ手拍子し

ながら上下に手を動かします。

PM2：40頭二回に肩二回、ひざに続

いて下と土、ヘルパーさんの動きに

つられないよう手を動かします。

PM2：41手を上にあげてバンザイポ

ーズの時子おばあちゃん。歌の終わ

りにばっちり決まってうれしそう。

PM3：○○ゲームが終わっておやつの

時間。おしゃべりしながら和やかな

ひとときを過ごします。

PM3：10ヘルパーさんが次回の予定

を確認しながら、連絡帳などを入れ

た袋を配ります。

PM3：25さて今度は空き缶を使った

ゲーム。「よいやさのさ」のかけ声に

合わせ隣の人に缶を回します。
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攬
＆
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（
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つ
け
医
か
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・
阿
部
先
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今
は
元
気
だ
け

ど
体
に
何
ら
か
の

不
安
を
抱
え
て
い

る
、
そ
ん
な
お
年

寄
り
が
ほ
と
ん
ど

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
木
勢
さ
ん
も

週
に
一
回
は
病
院
に
通
っ
て
、
健
康
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

お
年
寄
り
が
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過

ご
す
た
め
に
は
、
何
か
刺
激
が
あ
る
こ

と
が
一
番
。
家
の
中
に
こ
も
ら
な
い
で

ど
ん
ど
ん
外
に
出
て
欲
し
い
で
す
ね
。

多
く
の
人
と
出
会
い
、
会
話
を
楽
し
み

笑
い
合
う
こ
と
は
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ

ー
細
胞
（
が
ん
細
胞
な
ど
を
攻
撃
す
る

細
胞
）
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

や
は
り
人
が
生
き
よ
う
と
す
る
力
は
、

ど
ん
な
薬
よ
り
も
一
番
効
果
が
あ
り
ま

す
ね
。

　

送
迎
の
あ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
一

人
で
の
外
出
に
不
安
の
あ
る
人
に
良
い

サ
ー
ビ
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
「
最
近
表

情
が
明
る
く
な
っ
た
な
」
と
思
っ
た
ら

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
多
い
で
す
よ
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
上
手
に
利
用

し
て
、
元
気
な
お
年
寄
り
が
た
く
さ
ん

増
え
て
欲
し
い
で
す
ね
。



PM3：28かけ声がだんだん早くなり

次から次へと缶が回ってきます。時

子おばあちゃん頑張って。

PM3：50楽しかったゲームも終わ

り、もうすぐ送迎の時間。おしやペ

リしながらバスを待ちます。

PM4：00送迎バスが到着。職員に見

送られながら、おばあちゃんたちが

センターを後にします。

PM4：01時子おばあちゃんもヘルパ

ーさんに手を引いてもらい、朝乗っ

てきた来た車に乗り込みます。

PM4：10自宅の玄関前に到着しまし

た。ここでもヘルパーさんがそっと

手を添えてくれます。

PM4：11「今日も一日楽しかったよ」

そう言って見送ってくれた時子おば

あちゃん。いつまでもお元気で。
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（
ヘ
ル
パ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
）

　

大
野
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

て
い
る
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
は
、
現
在
六
十
人
ぐ
ら
い
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
来
る
お
年
寄
リ
た
ち
は
、
何

か
学
ぼ
う
と
い
う
人
や
体
を
休
め
に
来

る
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
一
人
ひ
と
り
が

セ
ン
タ
ー
で
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
い

の
か
、
と
い
う
こ
と
を
一
番
気
に
し
て

内
容
を
考
え
ま
す
ね
。

　

参
加
者
に
何
か
あ
っ
た
場
合
の
連
絡

先
な
ど
は
、
最
初
に
参
加
し
た
と
き
に

ち
ゃ
ん
と
控
え
て
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら

本
人
も
家
族
も
安
心
し
て
参
加
で
き
る

の
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
ま
た
食
事
の
メ

ニ
ュ
ー
や
そ
の
日
の
内
容
な
ど
は
、
連

絡
帳
で
家
族
に
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
参
加
し
、
決
ま
っ

た
時
間
に
家
か
ら
外
に
出
る
と
い
う
こ

と
で
、
生
活
に
リ
ズ
ム
と
緊
張
感
が
出

て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
い
ろ
ん
な
人
が
集

ま
っ
て
来
る
と
い
う
の
も
、
良
い
刺
激

に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

最
初
暗
い
顔
を
し
て
参
加
し
て
い
た

人
も
、
回
数
を
重
ね
る
に
つ
れ
だ
ん
だ

ん
表
情
が
明
る
く
な
り
、
今
で
は
み
ん

な
と
一
緒
に
大
声
を
あ
げ
て
笑
っ
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
も
多
い
で
す
よ
。

　

こ
こ
に
来
る
人
た
ち
が
、
い
か
に
楽

し
く
、
い
か
に
元
気
に
一
日
を
過
ご
し

て
帰
れ
る
か
と
い
う
こ
と
が
一
番
0
I

週
間
に
一
度
、
家
の
こ
と
は
忘
れ
て
、

セ
ン
タ
ー
で
思
い
切
り
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
ス
ト
レ
ス
解
消
や

明
日
へ
の
活
力
に
つ
な
が
っ
て
く
れ
る

と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

市
で
は
介
護
保
険
制
度
で
行
わ
れ
て

い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
高
齢
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
月
の
広
報
の
お
知
ら
せ
版

（
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
裏
）
に
、
そ
の
内

容
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と

は
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
役
所
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　
　

（
酋
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
7
5
）
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児
童
手
当
に
つ
い
て

現
況
届
け
ば
⑥
月
申
再
請
求
は
5
月
申
に

支
給
の
対
象

　

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人

手
当
の
額
（
月
額
）

　

・
第
一
子
、
二
子
五
〇
〇
〇
円

　

・
第
三
子
以
降
一
〇
〇
〇
〇
円

支
給
の
時
期

　

請
求
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌

月
か
ら
開
始
さ
れ
、
支
給
事
由
の

消
滅
し
た
日
の
属
す
る
月
分
で
終

わ
り
ま
す
。
－
▽
六
・
十
月
に
前

月
分
ま
で
支
給
と
な
り
ま
す
。

所
得
要
件

　

児
童
手
当
支
給
に
は
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。
所
得
制
限
額
は
、

年
金
の
種
別
や
税
法
上
の
扶
養
親

族
数
な
ど
で
変
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
平
成
十
三
年
六
月
か
ら
所

得
制
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
に
請
求

却
下
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
認
定

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

五
月
中
に
再
請
求
手
続
き
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

児
童
手
当
現
況
届

　

手
当
を
受
け
て
い
る
場
合
、
六

月
中
に
次
の
書
類
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
提
出
が
な
い
場

合
、
六
月
分
以
降
の
支
給
が
停
止

さ
れ
ま
す
。

・
六
月
一
日
の
状
況
記
載
届

・
年
金
加
入
証
明
書
（
受
給
者
が

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
被
用
者
の

　

場
合
）

△
剛
住
所
地
の
所
得
証
明
（
一
月

　

一
日
に
市
内
に
住
所
が
な
か
っ

　

た
場
合
）

※
支
給
を
受
け
て
い
る
人
で
、
所

　

得
税
に
か
か
る
更
正
の
結
果
、

　

所
得
額
や
扶
養
家
族
数
な
ど
に

　

変
更
が
あ
り
、
所
得
要
件
を
満

　

た
さ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。
こ
の
場
合
、
支
給
済
み
の

　

児
童
手
当
の
返
還
が
必
要
に
な

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
福
祉
課
児
童
福

　

祉
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

4
7
3
）

ixi役所の 機構を改革

　

4月から市役所の機構を一部改革しました。今回

の改革では、水道課を上水道課と下水道課に分割。

また係のー部整備も行いました。

乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
の
手
続
き

　

平
成
十
－
二
年
四
月
－
日
か
ら
、

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象

が
次
の
と
お
リ
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

ず
養
育
し
て
い
る
子
ど
も
が

　

三
人
以
上
の
場
合

　

小
学
校
就
学
前
ま
で

々
養
育
し
て
い
る
子
ど
も
が

　

二
人
ま
で
の
場
合

　

三
歳
未
満
ま
で
（
従
来
ど
お
り
）

1
1
1
1
1
1
必
要
な
手
続
き

ト
I
C
』
－
・
I
I
I
r
l
－
ｔ
l
l
一
1
1
1
1
k
I
ま
L
I

●
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
現

　

在
で
・
j
に
該
当

・
三
歳
以
上
小
学
校
就
学
前
の
児

童
（
平
成
七
年
四
月
二
日
～
平
成

十
年
四
月
一
コ
生
ま
れ
）
の
場
合

　

四
月
中
旬
ぐ
ら
い
に
手
続
き
に

関
す
る
通
知
を
郵
送
し
ま
し
た
。

必
要
書
類
と
通
知
を
持
参
し
、
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
通
知
が

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
を
終
え
た
人
に
は
、
新

し
い
受
給
者
資
格
証
（
オ
レ
ン
ジ

色
）
を
郵
送
し
ま
す
。
平
成
十
三

年
四
月
一
日
か
ら
カ
ー
ド
が
届
く

ま
で
の
間
（
五
月
中
旬
以
降
）
に

診
療
を
受
け
た
分
に
つ
い
て
は
、

医
療
費
の
助
成
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
病
院
の
領
収
書
を
添
え

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
I
ニ
歳
未
満
の
児
童
（
平
成
十
年

四
月
二
日
以
降
生
ま
れ
）
の
場
合

　

現
在
使
用
し
て
い
る
受
給
者
資

格
証
（
白
い
カ
ー
ド
）
の
有
効
期

限
が
切
れ
て
か
ら
、
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
平
成
十
三
年
三
月
三
十
－
日
現

　

在
で
忿
）
に
該
当

　

手
続
き
は
不
要
で
す
。
現
在
の

受
給
者
資
格
証
（
白
い
力
－
ド
）

が
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す
。

※
今
後
、
三
歳
以
上
就
学
前
ま
で

乳
幼
児
医
療
費
助
成
を
受
け
る
場

合
、
毎
年
四
月
中
に
そ
の
年
の
四

月
一
日
現
在
の
状
況
を
示
し
た
乳

幼
児
医
療
費
受
給
資
格
現
況
届
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
福
祉
課
児
童
福

　

祉
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

4
7
3
）



祉
皿
こ
祉
丿
一
｛
祉
～
ま
⊃
’
‘
祉
虚
言

　

市
は
四
月
一
日
付
で
、
総
数
百
三
十
五
人
の
人
事
異
動
を
発

表
し
ま
し
た
。
内
訳
は
部
長
級
五
人
、
課
長
級
十
三
人
、
課
長

補
佐
級
二
十
七
人
、
係
長
級
二
十
三
人
、
主
査
級
十
人
、
一
般

職
員
三
十
四
人
、
業
務
職
九
人
で
内
新
採
用
は
十
一
人
で
す
。

m
m
m

y
F
r
ゝ
”
F
L
I
―
i
’
ド
ー
’
－
L
r
i
‐

　

【
市
長
部
局
】
▼
総
務
部
長
・
広

瀬
円
信
▼
産
業
経
済
部
長
・
藤
田

英
機
▼
建
設
部
長
・
長
瀬
哲
也

　

【
議
会
事
務
局
】
▼
事
務
局
長
・

阪
井
康
雄

　

【
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
】
川
縁
俊
一

　

【
県
庁
へ
帰
任
】
熊
野
誠
一

課
長
級

い
I
I
I
I
ｓ
゛
‘
－
゛
‘

　

「
市
長
部
局
」
▼
市
民
福
祉
部
▽

市
民
課
長
・
中
村
浩
一
▽
清
掃
管

理
室
長
兼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
・
松
田

安
雄
▽
保
健
衛
生
課
長
兼
保
健
セ

ン
タ
ー
所
長
・
島
田
博
明
▽
福
祉

課
長
・
巻
寄
富
美
男
▽
高
齢
福
祉

課
長
・
井
部
淑
子
▼
産
業
経
済
部

▽
農
務
課
長
・
岸
山
厚
▼
建
設
部

▽
建
設
課
長
兼
防
雪
基
地
管
理
棟

管
理
者
・
寺
西
重
朗
▽
中
部
縦
貫

道
推
進
課
長
・
嶋
田
康
博
▽
上
水

道
課
長
・
堂
下
義
治
▽
下
水
道
課

長
・
羽
生
達
夫

　

【
会
計
課
長
】
松
山
禎
子

　

【
教
育
委
員
会
】
▽
ス
ポ
ー
ツ
課

長
兼
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長

・
篠
原
孝
康
▽
大
野
公
民
館
長
・

松
田
輝
治

課
長
補
佐
級

』
r
l
！
r
i
I
。
I
I
i
J
I
I
I
I
I
k
L
－
㎡
ゝ
l
″
、

　

【
市
長
部
局
】
▼
総
務
部
▽
秘
書

広
報
課
課
長
補
佐
広
報
広
聴
係
長

事
務
取
扱
・
小
林
育
子
▽
総
務
課

課
長
補
佐
（
職
員
・
行
政
担
当
）

・
羽
田
年
也
▽
同
課
課
長
補
佐

　

（
情
報
管
理
担
当
）
・
潭
田
み
ち

代
▽
税
務
課
課
長
補
佐
市
民
税
係

長
事
務
取
扱
・
清
水
清
隆
▼
市
民

福
祉
部
▽
市
民
課
課
長
補
佐
年
金

係
長
事
務
取
扱
・
石
塚
多
鶴
子
▽

生
活
環
境
課
課
長
補
佐
（
市
民
生

活
担
当
）
市
民
生
活
係
長
事
務
取

扱
・
波
多
野
次
夫
▽
清
掃
管
理
室

次
長
（
管
理
・
清
掃
担
当
）
兼
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
次
長
・
佐
々
木

清
一
▽
同
室
次
長
（
浄
化
処
理
担

当
）
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
次
長
浄
化

処
理
係
長
事
務
取
扱
・
臼
井
一
▽

保
健
衛
生
課
課
長
補
佐
兼
保
健
セ

ン
タ
ー
次
長
・
大
下
節
香
▽
福
祉

課
課
長
補
佐
・
西
比
佐
子
▽
指
導

保
育
士
（
北
部
・
あ
か
ね
・
荒
島

保
育
園
担
当
）
北
部
保
育
園
長
事

務
取
扱
・
永
野
サ
エ
▽
指
導
保
育

士
（
春
日
・
義
景
・
六
呂
師
保
育

園
担
当
）
春
日
保
育
園
長
事
務
取

扱
・
小
池
利
恵
子
▽
高
齢
福
祉
課

課
長
補
佐
・
小
倉
敬
一
▼
産
業
経

済
部
▽
農
務
課
課
長
補
佐
（
農
業

振
興
・
農
村
整
備
担
当
）
・
南
和

弘
▽
同
課
課
長
補
佐
（
農
地
担
当

農
地
係
長
事
務
取
扱
・
四
方
一
人

▽
林
務
課
課
長
補
佐
林
野
整
備
係

長
事
務
取
扱
・
佐
々
木
巌
▼
建
設

部
▽
建
設
課
課
長
補
佐
道
路
係
長

事
務
取
扱
・
辻
忠
信
▽
都
市
整
備

課
課
長
補
佐
計
画
係
長
事
務
取
扱

・
朝
日
俊
雄
▽
上
水
道
課
課
長
補

佐
業
務
係
長
事
務
取
扱
・
佐
子
重

夫
▽
下
水
道
課
課
長
補
佐
（
管
理

普
及
・
公
共
下
水
道
担
当
）
・
大

久
保
雅
章
▽
同
課
課
長
補
佐
（
農

業
集
落
排
水
担
当
）
農
業
集
落
排

水
係
長
事
務
取
扱
・
穴
田
吉
晴

　

【
大
野
市
公
共
施
設
管
理
公
社
へ

派
遣
】
東
方
嘉
浩

　

【
教
育
委
員
会
】
▽
学
校
教
育
課

課
長
補
佐
指
導
係
長
事
務
取
扱
・

川
端
雅
夫
▽
下
庄
公
民
館
長
・
斉

藤
信
夫
▽
乾
側
公
民
館
長
・
大
倉

美
代
子
▽
小
山
公
民
館
長
・
岸
山

静
江
▽
富
田
公
民
館
長
及
び
五
箇

公
民
館
長
・
宮
越
剛
生

係
長
級

　

【
市
長
部
局
】
▼
総
務
部
▽
秘
書

広
報
課
秘
書
係
長
・
加
藤
正
幸
▽

検
査
監
理
室
検
査
監
理
係
長
・
清

水
悦
朗
▽
税
務
課
資
産
税
係
長
・

松
本
邦
章
▼
市
民
福
祉
部
▽
市
民

課
市
民
窓
口
係
長
・
田
中
博
子
▽

市
民
課
国
保
係
長
こ
水
田
由
美
子

▽
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係
長
・

笠
松
健
男
▽
保
健
衛
生
課
保
健
衛

生
係
長
・
山
田
徹
夫
▽
あ
か
ね
保

育
園
長
・
清
水
節
子
▽
荒
島
保
育

園
長
・
松
田
佳
子
▽
義
景
保
育
園

長
・
島
田
い
つ
美
▽
高
齢
福
祉
課

高
齢
福
祉
係
長
・
前
田
伸
治
▼
産

業
経
済
部
▽
林
務
課
林
業
振
興
係

長
・
川
端
秀
和
▼
建
設
部
▽
都
市

整
備
課
整
備
係
長
・
森
岡
幸
弘
▽

都
市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
長
・
小

松
功
英
▽
上
水
道
課
管
理
係
長
・

山
元
信
子
▽
下
水
道
課
管
理
普
及

係
長
・
岸
田
尚
悟
▽
同
課
公
共
下

水
道
係
長
・
斉
藤
清
英

　

【
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
へ
派
遣
】
山
田
靖
子

　

【
教
育
委
員
会
】
▽
学
校
教
育
課

指
導
主
事
・
山
川
龍
一
▽
上
庄
幼

稚
園
教
頭
・
榊
原
雪
江
▽
社
会
教

育
課
青
少
年
女
性
係
長
・
岸
田
リ

え
子
▽
ス
ポ
ー
ツ
課
社
会
体
育
係

長
兼
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
次
長

　

・
松
田
つ
や
子
▽
上
庄
公
民
館
長

　

・
米
津
源
一

新
轜
用

　

【
市
長
部
局
】
▼
総
務
部
▽
財
政

課
・
島
田
圭
▽
税
務
課
・
山
瀬
智

子
▽
同
課
・
大
殿
原
し
の
ぶ
▼
市

民
福
祉
部
▽
市
民
課
・
棲
川
佳
代

▽
保
健
衛
生
課
・
中
村
英
美
▽
福

祉
課
・
松
山
倫
也
▽
義
景
保
育
園

・
城
地
愛
▼
建
設
部
▽
都
市
整
備

課
・
金
森
崇
晃

　

【
教
育
委
員
会
】
▽
社
会
教
育
課

・
斎
藤
淳
也

　

「
業
務
職
」
・
▼
市
民
福
祉
部
▽
清

掃
管
理
室
・
梅
原
孝
浩
▽
同
室
・

松
浦
嘉
浩

退
職
者
（
3
月
3
1
日
付
）

　

「
一
般
職
」
▽
石
倉
善
一
（
総
務

部
長
）
▽
川
田
光
男
（
建
設
部
長
一

▽
前
田
紀
男
（
議
会
事
務
局
長
）

▽
伊
藤
安
世
（
市
民
課
長
）
▽
山

下
与
兵
衛
（
ス
ポ
ー
ツ
課
長
）
▽

竹
内
幸
枝
（
市
民
課
課
長
補
佐
）

▽
福
田
敏
子
（
福
祉
課
課
長
補
佐
一

▽
松
田
春
野
（
指
導
保
育
士
）
▽

林
正
枝
（
義
景
保
育
園
長
）
▽
安

川
砂
代
子
（
上
庄
幼
稚
園
教
頭
）

　

「
業
務
職
」
▽
宮
本
将
夫
（
都
市

整
備
課
）
▽
山
岸
繁
昭
（
清
掃
管

理
室
）
▽
竹
原
由
利
子
（
森
目
小

学
校
）

新採用職員に辞令交付
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健康チェックの結果から②

当市の喫煙状況

た
ば
こ
に
よ
る
害
に
つ
い
て

　

平
成
十
二
年
度
に
、
約
二
四
〇
〇
人
を
対
象
に
行
つ
た
健
康

チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
か
ら
、
当
市
の
生
活
習
慣
の
傾
向
を
シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
第
二
回
目
は
喫
煙
に
つ
い
て
で
す
。

　

当
市
の
喫
煙
率
は
、
男
性
で
六

－
T
五
％
、
女
性
で
十
一
・
二
％
。

全
国
平
均
の
男
性
五
I
T
七
％
、

女
性
十
一
・
六
％
と
い
う
値
と
比

ぺ
る
と
、
男
性
の
喫
煙
率
が
非
常

に
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
ニ
コ
チ
ン
や

一
酸
化
炭
素
、
タ
ー
ル
や
ベ
ン
ツ

ピ
レ
ン
な
ど
の
発
が
ん
物
質
や
ア

ン
モ
ニ
ア
な
ど
多
く
の
有
害
成
分

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

れ
ら
の
成
分
は
、
喫
煙
者
が
吸
う

煙
よ
り
も
吐
き
出
さ
れ
た
煙
や
た

ば
こ
か
ら
立
ち
昇
る
煙
の
ほ
う
に

何
倍
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

成
分
に
よ
る
健
康
障
害
と
し
て
は

・
が
ん

・
鼻
・
眼
な
ど
へ
の
急
性
症
状

・
狭
心
症
や
気
管
支
炎
な
ど
心
臓

　

や
呼
吸
器
の
病
気

・
早
産
や
低
体
重
児
な
ど
妊
婦
へ

　

の
影
響

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
特
に
が
ん
の

原
因
の
I
－
－
十
％
は
喫
煙
に
よ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
は
し
好
品
な
の
で
、
吸

う
・
吸
わ
な
い
に
つ
い
て
は
個
人

の
自
由
で
す
。
し
か
し
間
接
喫
煙

の
影
響
を
考
え
る
と
、
分
煙
化
や

喫
煙
場
所
を
守
る
な
ど
の
喫
煙
マ

ナ
ー
向
上
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
や
妊
婦
、
高
齢
者
や
病

弱
者
に
と
っ
て
、
た
ば
こ
の
煙
は

苦
痛
と
な
る
の
で
す
。

　

県
で
は
健
康
づ
く
リ
推
進
の
基

本
方
針
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
9
0
ヘ
ル
ス

プ
ラ
ン
」
の
中
で
、
成
人
の
喫
煙

率
を
男
性
で
四
五
％
、
女
性
で
四

％
に
す
る
と
い
う
目
標
を
立
て
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
喫
煙
者
の
減
少

が
、
健
康
に
対
す
る
意
識
の
高
ま

り
や
健
康
づ
く
リ
推
進
に
つ
な
が

る
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
を
吸
う
人
も
吸
わ
な
い

人
も
、
健
康
に
つ
い
て
お
互
い
に

気
遣
い
合
い
た
い
で
す
ね
。

ちよつと気になる栄養の話

　

5月5日は『こどもの日』。みんなで“かし

わもぢを作つてみませんか。

材料（10イ固分）上新粉15Og、熱湯1

　

カップ、片栗粉309、水60ml、こし

　

あん25Og、かしわの葉10枚

巾電子レンジ対応のボウルに上新粉を入れ、熱

　

湯を徐々に加えながら、木じゃくしを使って

　

だまの無いように混ぜ、ラップをかけてレン

　

ジで約5分間加熱します。

②加熱したものを最初は木じゃくしで、さわれ

　

るくらいになったら手を使ってよくもみます。

　

なめらかになったところで小さくちぎり、再

　

びラップをかけ電子レンジで約5分間加熱し

　

ます。

③②に片栗粉と水をとき混ぜたものを徐々に加

　

えながら、なめらかになるまでよくこねます、

　

熱いので手に水をつけながらこねましょう。

（4……l出来上がったもちを10等分し、－つ一つを

　

長円形にのぱします。

⑤あらかじめ10等分し丸めておいたこしあん

　

を、もちで軽＜包み合わせます。

⑥水でぬらしたお皿にもちを並ぺ、ラップをし

　

て電子レンジで約3分間加熱します。

ロ）さっと洗って水気を切ったかしわの葉で包ん

　

で出来上がりです。

　

簡単に“かしわもぢの作り方を紹介しまし

たが、この機会にみんなでいろんな料理に挑戦

してはいかがでしょう。

皆さんの健康づくりを
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毎
年
春
の
進
学
。
進
級
時
に
な
る
と
、
補
習
用
学
習
教

材
な
ど
の
訪
問
販
売
に
関
す
る
苦
情
の
相
談
が
多
く
な
り

ま
す
。
中
で
も
目
立
つ
の
が
、
子
ど
も
を
使
つ
て
住
所
な

ど
の
個
人
情
報
を
聞
き
出
し
、
家
庭
を
訪
問
し
商
品
を
販

売
す
る
と
い
う
手
口
で
す
。

校
門
近
く
で
待
ち
伏
せ

　

業
者
の
代
表
的
な
手
ロ
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

業
者
が
学
校
の
校
門
近
く
で
下

校
途
中
の
子
ど
も
を
待
ち
伏
せ
し

　

「
学
力
診
断
テ
ス
ト
を
受
け
た
ら

ぬ
い
ぐ
る
み
を
あ
げ
る
」
「
こ
の

用
紙
に
住
所
・
氏
名
な
ど
を
書
い

て
き
た
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ

を
あ
げ
る
」
な
ど
と
児
童
た
ち
の

興
味
を
誘
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
テ
ス
ト
用
紙

な
ど
に
住
所
・
氏
名
・
電
語
番
号

を
記
人
さ
せ
た
も
の
を
、
そ
の
場

で
回
収
し
た
り
、
業
者
あ
て
に
郵

送
さ
せ
た
り
し
ま
す
。

　

後
日
、
業
者
が
テ
ス
ト
の
採
占
一

結
果
を
持
っ
て
自
宅
を
訪
問
し

「
こ
の
ま
ま
の
成
績
で
は
進
学
す

る
学
校
が
な
い
」
「
み
ん
な
こ
の

教
材
を
使
っ
で
い
る
」
な
ど
と
家

族
の
不
安
を
あ
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
来
の
目
的
で
あ
る

四
十
万
円
か
ら
百
万
円
以
上
も
す

る
よ
う
な
、
何
年
分
も
の
高
額
な

補
習
用
教
材
の
契
約
を
さ
せ
る
と

い
う
悪
質
な
も
の
で
す
。

寄
せ
ら
れ
た
相
談
内
容

　

消
費
者
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
寄
せ

ら
れ
た
相
談
か
ら
、
代
表
的
な
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

学
校
か
ら
配
布
さ
れ
た
と
思
っ
た

。
子
ど
も
が
校
門
前
で
用
紙
を
渡

　

さ
れ
た
と
い
う
の
で
、
先
生
か

　

ら
の
も
の
と
勘
違
い
し
た
。

子
ど
も
の
腕
を
引
つ
張
る
・
脅
す

・
子
ど
も
が
校
門
を
出
て
き
た
と

　

こ
ろ
で
業
者
に
腕
を
引
つ
張
ら

　

れ
無
理
や
り
封
筒
を
渡
さ
れ
た

・
教
材
の
購
人
を
勧
め
ら
れ
断
つ

　

た
ら
脅
さ
れ
た
。

業
者
か
ら
執
拗
に
言
わ
れ
た

・
教
材
の
購
人
を
断
つ
た
ら
「
そ

　

れ
で
も
親
か
！
。
」
「
親
に
子
ど

　

も
の
向
上
心
を
摘
む
権
利
は
な

　

い
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
。

・
「
ご
主
人
に
相
談
す
る
と
反
対

さ
れ
る
か
ら
・
：
」
と
言
わ
れ
そ

の
場
で
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

学
校
も
困
惑
し
て
い
る

。
「
子
ど
も
た
ち
が
家
に
着
く
ま

　

で
は
学
校
に
責
任
が
あ
る
の
で

　

止
め
て
ほ
し
い
」
と
業
者
に
申

　

し
入
れ
た
が
「
全
国
ど
こ
で
も

　

や
っ
て
い
る
」
な
ど
と
勧
誘
行

　

為
を
強
行
さ
れ
た
。
法
的
に
取

　

り
締
ま
れ
な
い
た
め
学
校
側
も

　

困
惑
し
て
い
る
。

家
庭
内
で
も
注
意
を

・
補
習
用
教
材
の
訪
問
販
売
の
場

　

合
、
子
ど
も
に
目
的
を
知
ら
せ

　

な
い
で
必
要
な
情
報
を
聞
き
出

　

し
、
そ
れ
を
も
と
に
訪
問
販
売

　

す
る
と
い
う
こ
と
が
横
行
し
て

　

い
ま
す
。

・
日
ご
ろ
か
ら
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ

　

ル
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
に
話

　

を
聞
か
せ
て
お
き
、
注
意
さ
せ

　

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

。
家
に
業
者
が
訪
れ
た
場
合
は
、

　

玄
関
を
開
け
ず
に
最
初
か
ら
牛

　

ツ
パ
リ
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
訪
問
販
売
な
ど
で
業
者
の

強
引
で
執
拗
な
勧
誘
に
負
け
、
仕

方
な
く
契
約
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
制
度
が
あ
り

ま
す
。
迷
っ
た
り
困
っ
た
り
し
た

ら
、
す
ぐ
に
消
費
者
セ
ン
タ
ー
ヘ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへL66・1111内線464
0＝T枠所

キ汚環境9り
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ぺ十ジ

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）
今月のスナップ

埴安姫神社の里神楽

＜るー・39登場 大野絵手紙苦楽部

合
言
葉
は
「
下
手
で
い
い
、
下
手
が
い
い
」

　

皆
さ
ん
は
、
絵
手
紙
を
受
け
取

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　

絵
手
紙
と
は
、
は
が
き
や
手
紙

な
ど
に
、
風
景
や
季
節
の
花
な
ど

を
題
材
に
し
て
自
由
に
絵
を
描
き
、

そ
こ
に
短
い
文
章
を
添
え
て
送
る

郵
便
の
こ
と
で
す
。

　

大
野
絵
手
紙
苦
楽
部
の
皆
さ
ん

は
、
こ
の
よ
う
な
絵
手
紙
の
や
リ

取
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
合
言

葉
は
「
下
手
で
い
い
、
下
手
が
い

い
」
上
手
に
描
く
こ
と
よ
り
も
、

心
を
込
め
て
一
生
懸
命
描
く
こ
と

を
、
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

結
成
は
昨
年
の
九
月
で
、
現
在
、

会
員
は
三
十
一
人
で
す
。
主
な
活

動
は
、
月
に
一
度
の
絵
手
紙
教
室

の
ほ
か
、
会
員
同
士
で
や
り
と
り

し
た
絵
手
紙
の
展
示
会
や
親
睦
会

の
開
催
な
ど
で
す
。

　
　

「
絵
手
紙
は
、
描
い
た
も
の
を

送
る
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
が
、
描

い
た
も
の
を
受
け
取
る
と
い
う
楽

し
み
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
会
で

は
『
描
い
た
ら
、
必
ず
だ
れ
か
に

送
る
』
と
い
う
こ

と
を
ル
ー
ル
に
、

積
極
的
に
や
り
と

り
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
よ
」
と

会
長
の
平
鍋
金
－

さ
ん
。

　

ま
た
、
会
員
の

皆
さ
ん
は
二
枚

描
く
の
に
三
十
分

以
上
か
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、

夢
中
で
描
い
て
い

る
と
時
の
経
つ
の

も
忘
れ
て
し
ま
い

ま
す
ね
。
も
っ
と

多
く
の
人
だ
ち

と
、
絵
手
紙
を
通

し
て
交
流
を
広
げ

て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
会
に
興
味
の
あ
る
人

は
、
事
務
局
の
大
町
朝
子
さ
ん

（
容
6
5
・
7
3
4
7
）
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

フックトーク

たいt

テーマ～－生懸命～

『
平
成
新
論
語
』

　

私
た
ち
は
、
一
生
懸
命
に
物
事

に
打
ち
込
ん
で
い
る
人
、
ま
た
、

そ
の
物
事
な
ど
に
心
を
ひ
か
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
紹
介
す
る
本
は
、
大
野

市
に
住
む
西
川
冷
華
さ
ん
が
書
い

た
『
平
成
新
論
語
』
で
す
。
七
十

五
歳
か
ら
書
道
を
始
め
、
漢
字
や

言
語
に
対
し
て
興
味
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
西
川
さ
ん
は
、
八
十
五

歳
で
本
を
作
る
う
と
決
心
。
八
十

九
歳
に
な
る
今
年
、
こ
と
ば
と
文

字
の
関
係
や
漢
字
の
特
長
、
変
遷

な
ど
、
研
究

し
た
成
果
を

ま
と
め
、
自

費
出
版
し
ま

し
た
。

　

筆
者
は
漢

字
に
つ
い

て
、
人
生
経

験
か
ら
く
る

洞
察
力
が
な

く
て
は
、
正
し
い
意
味
を
理
解
で

き
な
い
も
の
と
述
ぺ
で
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
漢
字
に
は
、
一
字
だ
け

で
も
深
い
意
味
が
あ
り
、
そ
の
文

字
の
中
に
は
思
想
や
哲
学
ま
で
も

が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
そ
う

で
す
。

　

ま
た
、
部
首
に
も
同
じ
よ
う
に

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
て
、
同
じ

部
首
が
付
い
て
い
る
漢
字
は
、
同

じ
よ
う
な
性
格
の
意
味
を
持
つ
そ

う
で
す
。
だ
か
ら
、
部
首
の
意
味

を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
な
け
れ

ば
、
漢
字
そ
の
も
の
の
正
し
い
意

味
を
誤
っ
て
し
ま
う
、
と
も
述
べ

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
意
味
を
表
す
記
号

と
し
て
漢
字
を
見
て
い
ま
し
た

が
、
実
は
哲
学
的
な
意
味
が
込
め

ら
れ
た
一
つ
の
思
想
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

　

生
涯
学
習
と
い
う
言
葉
の
よ
う

に
、
人
生
い
く
つ
に
な
っ
で
も
一

生
懸
命
に
学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
が

大
切
で
す
ね
。

　　

平成新論語

西川冷華（自費出版）
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私心大欲

「
平
成
美
濃
街
道
物
語
事
業
」
つ
て
何
で
す
か

Q

　

先
日
、
新
聞
で

「
平
成
美
濃
街
道
物

語
事
業
」
と
い
う
の

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
内
男
性
）

A

　
　

「
美
濃
街
道
」
と

は
、
福
井
か
ら
美
山
、

大
野
を
経
て
岐
阜
へ

至
る
道
の
こ
と
で
、
当
市
で
は
花

山
峠
か
ら
中
野
、
水
落
を
経
て
、

本
町
l
七
間
－
五
番
l
横
町
を
通

る
ル
ー
ト
が
、
街
道
の
一
部
で
あ

つ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
街
道
は
、
古
く
か
ら
移
動

や
物
流
な
ど
の
主
要
道
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
美
濃
道
と

呼
ば
れ
て
い
た
街
道
沿
い
に
は
、

水
戸
浪
士
武
田
耕
雲
斉
I
行
（
水

戸
天
狗
党
）
や
朝
倉
義
景
と
い
っ

た
歴
史
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
の

逸
話
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
街
地
の
街
道
沿
い
は
、

城
下
町
の
経
済
・
物
流
の
中
心
と

し
て
栄
え
、
今
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

商
店
が
軒
を
連
ね
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
当
市
の
人
材
育
成
事
業

「
大
野
明
倫
館
・
ま
ち
づ
く
リ
学

科
」
の
卒
業
生
が
中
心
と
な
っ
で

「
平
成
美
濃
街
道
物
語
実
行
委
員

　
　
　
　
　

！
ゝ
｛
J
：
″
I
ハ
会
｝
を
、
末
吉
町
庵
（
日
吉
町
）

を
拠
点
と
し
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

現
代
の
街
道
の
地
図
づ
く
り
や
、

各
家
に
あ
る
も
の
の
展
示
な
ど
を

通
し
て
、
街
道
や
街
道
沿
い
に
あ

る
地
域
の
資
産
を
市
内
外
の
人
た

ち
に
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

毎
月
一
日
、
夜
七
時
か
ら
例
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

人
は
、
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

（
社
会
教
育
課
長
）

問
い
合
わ
せ
先
教
育
委
員
会
社

　

会
教
育
課
社
会
教
育
係
（
豊
6
6

　

・
1
1
1
1
内
線
5
4
2
）

平
成
美
濃
街
道
物
語
実
行
委
員
会

で
注
目
し
て
い
る
街
道
の
一
部

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
。

住
所
。
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
示
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
I
I
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

3・為，咄咄・

全
国
善
行
児
童
表
彰
を
受
賞

嶋
谷
大
輝
く
ん
（
有
終
南
小
二
年
旧
時
町
）

　

嶋
谷
大
輝
君
は
、
5
月
5
日
に

全
国
善
行
児
童
表
彰
の
善
行
賞
を

受
賞
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
良
い
行
い
を
こ
つ

こ
つ
と
続
け
る
子
ど
も
を
た
た
え
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
役
立
て
る

目
的
で
昭
和
五
十
六
年
に
設
立
さ

れ
た
も
の
で
す
。
今
年
は
、
県
内

で
二
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

共
同
住
宅
に
住
ん
で
い
る
嶋
谷

君
は
、
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
こ

ろ
か
ら
「
汚
れ
て
い
る
か
ら
き
れ

い
に
し
よ
う
」
と
い
う
何
気
な
い

気
持
ち
で
、
階
段
の
掃
除
を
始
め

ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
週
一
二
I

回
の
ペ
ー
ス
で
、
ず
っ
と
掃
除
を

続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
に
人
学
し
で
か

ら
は
、
共
同
住
宅
の
階
段
の
電
灯

を
毎
日
つ
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
は
、
暗
く
な
っ
て
か
ら
帰
宅

す
る
人
が
つ
ま
ず
い
た
り
、
転
ん

だ
り
し
な
い
よ
う
に
と
行
っ
て
い

る
そ
う
で
、
会
社
勤
め
の
人
や
近

所
の
人
た
ち
に
も
大
変
喜
ば
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
　

「
最
初
、
先
生
か
ら
受
賞
の
知

ら
せ
を
聞
い
た
と
き
は
、
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て
お
父

さ
ん
に
話
を
し
た
ら
『
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
で
続
け
よ
う
ね
』
と
言

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
、
先
生
や
友
達
な
ど
ま

わ
り
の
み
ん
な
が
喜
ん
で
く
れ
た

の
で
、
だ
ん
だ
ん
う
れ
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
ず

っ
と
続
け
て
い
き
た
い
な
」
と
元

気
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

お
店
を
出
し
ま
せ
ん
か

奥
越
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

日
時
5
月
刀
百
⑥
午
前
1
0
時
～

　

午
後
3
時
（
雨
天
決
行
）

場
所
奥
越
地
域
地
場
産
業
振
興

　

セ
ン
タ
ー

参
加
費
1
区
画
（
2
×
2
封
）

　

に
つ
き
1
0
0
0
円

申
込
方
法
は
が
き
又
は
フ
ァ
ク

　

ス
で
住
所
・
氏
名
・
年
令
・
参

　

加
人
数
・
主
な
出
品
物
・
電
話

　

番
号
・
区
画
数
を
明
記
し
送
付

申
込
締
切
日
5
月
2
0
り
回

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

奥
越
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

　

タ
ー
〒
9
1
0
－
0
8
1
1
勝

　

山
市
片
瀬
町
1
1
4
0
2
（
き

　

8
8
．
3
7
0
0
斑
8
8
・
3
7

　

0
2
）

第
1
3
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

池
大
野
青
年
会
議
所

日
時
6
月
9
日
害
8
時
3
0
分
～

場
所
工
半
サ
イ
ト
広
場

対
象
市
内
．
和
泉
村
の
小
学
生

参
加
料
無
料

問
い
合
わ
せ
先
池
大
野
青
年
会

　

議
所
（
酋
5
6
・
1
2
3
3
）



七間朝市店開き

　

3月20日、奥越前に春を告げる「七間朝市開

き」が行われました。約3ヵ月ぶりに再開した

朝市には、水菜やフキノトウ、切り花などが並

び、再開を待ちわびていた多＜の買い物客でに

ぎわっていました。

麻那岨像春の目覚め

　

真名川ダムの湖畔に建てられている「麻那姫像」の雪囲い

が、4月4日に撤去されました。作業開始から約1時間ほど

で姿が現れ始めると、まだ雪の残る周囲の山々を背景に金色

の像がギラギラと輝いていました。

季節の名曲にうつとり

　

3月16日、大野在住で京都市交響楽団所属のバ

イオリン奏者松谷由美さんと楽団員による弦楽ア

ンサンブル「奥越前に春を呼ぶ音楽会」が、文化

会館で開催されました。ビバルディの「四季・春」

など、季節感あふれる名曲に約600人の聴衆は

うっとりと聞き大つでいました。

練習試台通しレヘ／Lアップ

　

県内外の中学女子バレー部が、お互いの親ぽく

とチームのレベルアップを図る「強化練習会20

01in大野」が3月24日から26日にかけ行われ

ました。平成5年から春休みを利用して始められ

今年で9回目。市内3校をはじめ、岐阜県や愛知

県、三重県などから合計2ワチームが参力［］し、練

習試合などを行いました。

話詣回也詣
秘婁広報，課広報広聴係豊66・1111



話遇回底詣 大野さくらまつりにぎわう

　

4月3日から18日にかけて、亀山公園や有終

公園、義景公園などで第23回大野さくらまつり

が開催されましたo7・8日のメーンイベント日

には、紅白もちまきやものまねショ一、大道芸な

どが行われ、多くの人でにぎわいました。

介護保険分がりやすく

　

3月30日「介護はプロに、家族は愛を」と題

された介護保険講演会が、有終会館で行われまし

た。介護のあリ方や介護保険制度などについて分

かりやすく説明された講演に、約150人が熱心

に耳を傾けていました。

廃家電品最後の駆け込み

　

家電リサイクル法が始まる前日の3月31日、

クリーンセンタ一で廃家電品の受付業務が特別に

行われました。午前8時30分に受付が始まると、

テレビや冷蔵庫、洗濯機やエアコンなどを持ち込

む人がひっきりなしに訪れ、平日の約20倍と予

想をはるかに上回る量が持ち込まれました。

むらブくりの拠点完成

　

3月18日、小矢戸ふれあい会館の落成式が行

われました。木造平屋建の建物は、面積約180

平方に、総事業費は3400万円です。今後、む

らづくリ推進の拠点施設として、会合や研修など

で利用されます。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

5月

軽
自
動
車
税
の
減
免
一

市
役
所
税
務
課

　

左
の
表
の
よ
う
な
障
害
を
持
つ

人
が
、
仕
事
や
通
院
な
ど
で
軽
自

動
車
（
二
輪
含
む
）
を
使
う
場
合

軽
自
動
車
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
免
除
さ

れ
ま
せ
ん
。

▼
車
検
証
所
有
者
欄
の
使
用
者
氏

　

名
が
、
該
当
者
本
人
（
1
8
歳
未

　

満
の
場
合
は
生
計
を
同
じ
く
す

　

る
人
の
氏
名
）
に
な
っ
て
い
な

　

い
と
き

▼
す
で
に
、
普
通
自
動
車
税
な
ど

　

の
減
免
を
受
け
て
い
る
と
き

持
参
品
印
鑑
・
障
害
者
手
帳
・

　

精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
・
運
転

　

免
許
証

申
請
期
限
5
月
2
4
日
困

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
税
務
課

　

収
税
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
2
2
）

軽自動車税の減免対象となる障害

身

体

障

害

者

障害の区分 障害の等級
視覚障害 1級～3級、4級の1
聴覚障害 2級、3級
平衡機能障害 3級

音声機能障害
3級（喉頭摘出による音声機能障

害がある場合に限る）

上肢不自由 1級、2級の1・2
下肢不自由 1級～6級
体幹機能障害 1級～3級、5級
乳幼児期以前
の非進行性脳
病変による運
動機能障害

上肢
不自由

1級、2級1上肢のふに運動機

能障害がある場合を除く）

移動機能1級～6級

心臓機能障害 1級、3級
腎臓機能障害 1級、3級
呼吸器機能障害 1級、3級
ヒト免疫不全ウイルスによる

免疫機能障害 1級～3級

膀胱・小腸・直腸機能障害1級、3級
知的障害者 療育手帳（A）
精神障害者 精神障害者福祉手帳1級

※いずれも本人が運転する場合です。生計同一者および常時介護

者が運転する場合は、対象となる等級が若干異なります。

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
「

市
役
所
都
市
整
備
履

募
集
団
地
西
里
団
地

規
格
3
K
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

募
集
戸
数
2
戸

資
格
一
定
の
収
入
基
準
以
内
で

　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

家
賃
月
額
7
0
0
0
円
～

　
　
　
　
　
　

1
万
1
6
0
0
円

申
込
締
切
日
5
月
2
2
日
㈹

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
都

　

市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
（
容
6
6

　

・
1
1
1
1
内
線
3
5
3
）

　

融
雪
装
置
「
。

設
置
に
補
助
金

　

市
役
所
都
市
整
備
課

　

市
で
は
、
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
自
ら
が
居
住

す
る
既
存
の
木
造
住
宅
に
、
県
が

認
定
し
た
屋
根
融
雪
装
置
を
設
置

す
る
人
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
人
□
が
集

中
し
て
い
る
地
区
内
の
世
帯
、
ま

た
は
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
条
件
な
ど
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額
設
置
費
用
の
3
分
の

　

1
（
限
度
額
6
0
万
円
）

補
助
件
数
年
間
3
0
件

募
集
期
間
第
1
回
募
集
＝
6
月

　

2
0
巨
困
ま
で
第
2
回
募
集
＝

　

8
月
上
旬
予
定

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
都

　

市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
（
豊
6
6

　

・
1
1
1
1
内
線
3
5
3
）

高
齢
者
の
運
転
教
室

　
　
　

市
役
所
生
活
環
境
課

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
と
交

通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
目
的
に
、
高

齢
者
安
全
運
転
体
験
教
室
（
シ
ル

バ
ー
・
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ー
ド
ツ

ク
）
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
日
曜
、
祝
日
を
除
く
毎
日

　

午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
0
時
2
0

　

分
・
受
講
希
望
者
が
5
～
6
人

　

に
達
し
た
時
点
で
随
時
実
施

対
象
普
通
免
許
所
持
者
で
年
齢

　

6
5
歳
以
上
の
市
民

受
講
料
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
生

　

活
環
境
課
市
民
生
活
係
（
豊
6
6

　

・
1
1
1
1
内
線
4
6
2
）

－交通

安全

祠
r

自
転
車
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
る

自
転
車
。
よ
り
安
全
に
利
用
す

る
た
め
、
自
転
車
の
交
通
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、
も
う

一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

自
転
車
は
左
側
通
行
で
す
。

歩
道
と
車
道
の
区
別
の
あ
る
道

で
は
車
道
の
左
端
を
、
区
別
の

な
い
道
で
は
左
端
を
通
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

歩
道
で
は
自
転
車
を
降
目
ソ
、

押
し
て
通
行
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
次
の
標
識

の
あ
る
歩
道
で
は
、
自
転
車
に

乗
っ
て
通
行
で
き
ま
す
。
そ
の

場
合
は
、
歩
道
の
車
道
側
を
通

行
し
ま
し
ょ
う
。

　

信
号
機
の
あ
る
交
差
点
を
右

へ
曲
が
る
と
き
は
、
二
段
階
右

折
し
ま
し
ょ
う
。

①
信
号
が
青
の
と
き
直
進
し
、

　

交
差
点
の
向
こ
う
へ
進
む

②
自
転
車
の
向
き
を
右
に
変
え
、

　

信
号
が
青
に
変
わ
っ
て
か
ら

　

進
み
ま
し
ょ
う

自転車及び歩行者専用



●INFORMATION

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

助
成
対
象
が
変
わ
り
ま
す

市
役
所
生
活
環
境
課

助
成
対
象
6
歳
未
満
の
子
ど
も

　

に
対
し
1
台
（
た
だ
し
、
平
成

　

1
3
年
4
月
1
日
以
降
に
チ
ャ
イ

　

ル
ド
シ
ー
ト
な
ど
を
市
内
で
購

　

入
し
た
場
合
に
限
り
ま
す
。
平

　

成
1
2
年
4
月
1
日
～
平
成
1
3
年

　

3
月
3
1
日
に
助
成
を
受
け
た
子

　

ど
も
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

申
請
に
必
要
な
書
類

　

申
請
書
▼
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　

を
購
入
し
た
領
収
書
の
写
し
▼

　

市
税
の
納
税
証
明
書

問
い
合
わ
せ
先
生
活
環
境
課
市

民
生
活
係
（
a
6
6
・
1
1
1
1

内
線
4
6
3
）

出
産
費
用
の
無
利
子
貸
付

市
役
所
市
民
課

　

出
産
育
児
－
時
金
が
支
給
さ
れ

る
ま
で
の
間
の
出
産
費
用
な
ど
を

無
利
子
で
貸
し
付
け
ま
す
。

◆
貸
付
の
対
象

　

大
野
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
で
、
出
産
育
児
－
時
金
の
支

給
を
受
け
る
見
込
み
が
あ
っ
て
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

j
出
産
予
定
日
ま
で
1
ヵ
月
以
内

1
妊
娠
4
ヵ
月
以
上
で
、
出
産
に

　

要
す
る
費
用
に
つ
い
て
医
療
機

　

関
な
ど
か
ら
請
求
を
受
け
た
人
。

　

ま
た
そ
の
費
用
を
支
払
っ
た
人
。

◆
貸
付
限
度
額

　

2
4
万
円
（
出
産
育
児
一
時
金

　
　
　
　
　
　

3
‐
0
万
円
の
8
割
）

※
貸
付
金
は
、
出
産
後
に
出
産
育

　

児
二

　

に
差
し
引
い
て
返
済

問
い
合
わ
せ
先
市
民
課
国
保
係

　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
5
7
）

ダ
ン
ベ
ル
体
操
教
室

市
保
健
セ
ン
タ
ー

日
程
6
月
4
日
雇
～
翌
年
3
月

　

午
後
1
時
3
作
0
分
～
2
時
3
作
0
分

　

毎
月
3
回
、
月
曜
日
に
実
施

場
所
下
庄
公
民
館

対
象
市
内
に
在
住
か
勤
務
し
て

　

い
る
人

定
員
先
着
3
0
人

参
加
料
無
料

申
込
締
切
日
5
月
1
8
り
奪

申
し
込
み
方
法
電
話
で

そ
の
他
ダ
ン
ベ
ル
は
用
意
し
ま

　

す
、
日
程
な
ど
は
後
日
連
絡

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
酋
6
5
・
7
3

　

3
3
）

県
知
的
障
害
者

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
大
会

市
役
所
福
祉
課

　

県
内
の
福
祉
施
設
入
所
者
や
在

宅
知
的
障
害
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
交
流
を
深
め
る
フ
レ
ン
ピ
ツ

ク
大
会
の
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
5
月
2
9
日
米
午
前
1
0
時
～

場
所
福
井
運
動
公
園
・
福
井
健

　

康
の
森
・
ポ
ッ
プ
ジ
ョ
イ
鯖
江

対
象
在
宅
の
知
的
障
害
者

参
加
料
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
福

　

祉
課
社
会
福
祉
係
（
豊
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
4
7
1
）

生
ご
み
処
理
機
な
ど

購
入
費
を
助
成
し
ま
す

市
役
所
生
活
環
境
課

対
象
平
成
1
3
年
5
月
1
日
以
降

　

に
、
市
内
で
購
入
し
た
生
ご
み

　

処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

補
助
金
額

・
生
ご
み
処
理
機

　

購
入
費
用
の
3
分
の
2

　
　
　
　
　
　

（
限
度
額
4
万
円
）

・
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

　

購
入
費
用
の
2
分
の
1

　
　
　
　
　
　

（
限
度
額
5
千
円
）

受
付
開
始
日
5
月
1
日
米

問
い
合
わ
せ
先
生
活
環
境
課
環

　

境
保
全
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
6
1
）

「
歯
の
健
康
ひ
ろ
ば
」

大
野
市
歯
科
医
師
会

日
時
6
月
2
日
由
・

　

午
後
1
時
3
0
分
～
5
時

内
容
歯
科
相
談
・
口
腔
チ
ェ
ツ

　

ク
ー
フ
ツ
素
塗
布
（
3
歳
以
上
）

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
費
無
料

問
い
合
わ
せ
先
市
保
健
セ
ン
タ

　

i
（
容
6
5
・
ワ
3
3
3
）

「瓜願清水イまトヨ囚里」‐託職員を蔓集

募集人員1人（採用予定日平成13年7月1日）

業務内容

　　　

「本願清水イトヨの里」でのイトヨの調査・

　

保護および飼育研究。展示、講座、学習会など

　

の実施。

受験資格

　　

天然記念物、イトヨ、水、自然環境の保護な

　

とに意欲・関心があり、イトヨまたは市内河川

　

に生息する淡水魚の飼育経験がある人。

試験日程6月2日本午前9時～

　　　　　　　　　　　　

市役所（面接試験）

応募方法市販の履歴書に必要事項を記入のうえ、

　

直接または郵送で提出。

応募締切日5月28日⑧（当日消印有効）

応募・問い合わせ先

　

市教育委員会文化振興室

　　

（豊66・1111内線545）

　

亀山周辺整備にあなたの声を

推進会議の委員を募集

　

市では、第四次総合計画の重点プロジェクトとして

取り組んでいる、亀山周辺整備事業の基本計画策定に、

市民の皆さんの意見を反映するため、推進会議の委員

を募集します。

募集人員若干名

対象18歳以上の市民で、亀山周辺整備事業に関心が

　

あり、積極的に取り組む意欲のある人。

応募方法亀山周辺整備に関する意見を400字以内

　

にまとめ、住所・氏名一年齢・職業・電話番号を明

　

記のうえ提出。また現在、社会教育や文化に関する

　

活動を行っている場合は、参力［］状況などを記入。

　　

（応募の書式は自由、郵送可）

応募締切日5月18日画（当日消印有効）

応募・問い合わせ先

市役所総合政策課（a66・1111内線433）
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荒
島
岳
を
詠
ん
だ
掛
け
軸

　
　

上
野
三
千
夫
さ
ん
（
下
麻
生
嶋
）

　

下
麻
生
嶋
の
上
野
三
千
夫
さ
ん
の
宝
は
、

明
治
時
代
に
大
野
で
活
躍
し
た
歌
人
、
布
川

正
沖
が
書
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
掛
け
軸
で
す
。

　

布
川
正
沖
は
、
江
戸
時
代
の
末
に
生
れ
た

人
で
、
福
井
の
歌
人
「
橘
曙
覧
」
や
明
治
時

代
の
代
表
的
な
歌
人
「
佐
々
木
弘
綱
」
ら
と

深
く
親
交
が
あ
り
、
ふ
る
さ
と
に
関
係
し
た

短
歌
を
数
多
く
残
し
て
い
ま
す
。
代
表
的
な

著
書
と
し
て
は
『
白
嶺
百
吟
』
や
『
桜
の
落

葉
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

上
野
さ
ん
の
家
に
あ
る
縦
約
2
0
0
？
、

横
約
8
0
？
の
掛
け
軸
に
は
「
遠
郭
公
」
と
題

さ
れ
た
歌
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

荒
島
乃
山
本
く
羅
之
九
頭
龍
川

　
　
　

可
者
上
と
保
く
な
く
本
と
ゝ
喜
須

と
詠
ま
れ
た
こ
の
歌
は
、
荒
島
岳
の
ふ
も
と

を
流
れ
る
九
頭
竜
川
の
上
流
か
ら
、
ホ
ト
ト

ギ
ス
の
声
が
遠
く
か
ら
聞
こ
え
て
い
る
様
子

を
表
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
明
治
時
代
の
初

め
に
、
上
野
家
を
訪
ね
た
布
川
正
沖
が
、
縁

側
か
ら
見
た
荒
島
岳
の
姿
に
感
動
し
、
書
い

た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
、
報
恩
講
や
祭
り
な
ど
何
か
あ
る

と
き
に
は
必
ず
床
の
間
に
掛
け
る
よ
う
に
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
は
傷
み
が
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
だ
た
め
、
年
に
て
二
度
、

虫
干
し
の
と
き
に
掛
け
る
だ
け
だ
そ
う
で
す
。

　
　

「
天
気
が
良
い
と
き
に
は
縁
側
か
ら
荒
島

岳
が
、
本
当
に
き
れ
い
に
見
え
ま
す
よ
。
明

治
時
代
の
風
流
人
も
、
こ
の
景
色
に
見
と
れ

た
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
、
不
思
議
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
ね
」
と
上
野
さ
ん
は
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

市民のうごき

4月1日現在 前月比

世帯数 11，781世帯 一12世帯

人ロ 40，464人 ー113人

内訳
男 19，377人 －56人

女 21，087人 ー5ワ人

3月中の異動
転人 129人 出生 33人

転出 226人 死亡 49人

市内の交通事故状況（uヵヽ6（Dit）

件数内訳
平成13年
3月末
平成12年
3月末

比較

総件数 2ワ3件 222イ牛ー51イ牛

人身

事故

件数 40件 32件 －8件

死者 O人 〇人 〇人

傷者 55人 38人 一1ワ人

物損事故 233イ牛 190件 一43件

表
紙
の
こ
と
ば

　

四
月
八
日
、
蕨
生
区
の
埴
安

姫
神
社
で
五
穀
豊
じ
よ
う
を
祈

り
舞
わ
れ
た
里
神
楽
。
こ
の
舞

い
を
奉
納
す
る
前
に
、
稚
児
行

列
が
地
区
内
を
練
り
歩
き
ま
し

た
。
そ
の
行
列
の
先
ば
ら
い
を

行
う
の
が
翁
と
娼
の
面
を
付
け

た
二
人
。
小
さ
い
子
ど
も
が
お

面
を
見
て
怖
が
り
、
思
わ
ず
泣

き
だ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

暖
か
い
季
節
を
迎
え
、
各
地

で
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
の
も
の
や
そ
う
で
な
い
も

の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
今

年
も
広
報
と
し
て
常
に
新
鮮
な

目
で
追
い
か
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
を
持
つ
て

現
れ
た
と
き
は
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
（
養
）

9、、見i号

　

杉
花
粉
症
は
、
命
に

か
か
わ
る
よ
う
な
こ
と

は
な
い
が
、
厄
介
な
病

気
で
あ
る
。
今
や
「
国

民
病
」
と
ま
で
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
で
し
ま

つ
た
。
軽
い
く
し
ゃ
み
で
済
む
人
か
ら
、
外
出

す
る
時
に
メ
ガ
ネ
や
マ
ス
ク
、
帽
子
な
ど
を
手

放
せ
な
い
人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
▼
確
か
に
花
粉
を

吸
わ
な
け
れ
ば
、
花
粉
症
の
予
防
に
は
な
る
。

花
粉
は
ガ
ス
状
の
分
子
で
は
な
く
粒
子
な
の
で
、

マ
ス
ク
を
す
れ
ば
通
過
し
な
く
な
る
。
ま
た
、

メ
ガ
ネ
を
か
け
る
こ
と
で
、
目
に
飛
び
込
む
花

粉
の
数
を
減
ら
す
こ
と
も
で
き
る
？
あ
る
資
料

に
よ
る
と
、
杉
花
粉
が
飛
散
す
る
の
は
二
月
か

ら
四
月
に
か
け
て
で
、
ど
の
く
ら
い
飛
散
す
る

か
は
花
粉
の
生
産
量
と
飛
散
期
の
気
象
に
よ
る

そ
う
で
あ
る
。
花
粉
は
前
年
の
十
一
月
ま
で
に

雄
花
の
花
粉
袋
の
中
で
成
熟
す
る
そ
う
で
、
生

産
量
は
夏
の
暑
さ
に
関
係
す
る
の
だ
と
い
う
。

と
す
る
と
、
昨
年
、
一
昨
年
と
暑
い
夏
が
続
い

て
い
る
た
め
、
今
年
も
杉
花
粉
の
飛
散
は
非
常

に
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
私
も
ご
多
分
に

も
れ
ず
く
し
ゃ
み
と
目
の
か
ゆ
み
に
悩
ま
さ
れ

て
い
る
。
耳
鼻
科
に
通
い
、
薬
を
手
放
せ
な
い

毎
日
で
あ
る
？
杉
は
有
用
な
木
と
し
て
、
昔
か

ら
日
本
人
の
生
活
に
役
立
っ
て
き
た
。
な
の
に
、

な
ぜ
今
、
花
粉
症
で
苦
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
ろ
う
か
？
戦
後
、
日
本
庄
に
多
く
の
杉
が

植
え
ら
れ
た
。
そ
の
杉
が
生
長
真
っ
盛
り
で
あ

る
こ
と
が
杉
花
粉
症
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ
で

い
る
。
ま
た
、
魚
よ
り
肉
を
多
く
食
ぺ
る
な
ど

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
出
や
す
い
食
生
活
へ
の
変

化
も
大
い
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
生
活
そ
の
も
の
が
変
化
し
た
現
在
、
杉

花
粉
症
は
仕
方
の
な
い
病
気
な
の
だ
ろ
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
小
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
豊
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
1
）
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